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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　確定給付企業年金制度の改定に関して、平成26年４月３日付で臨時報告書を提出していますが、算定中でありまし

た当該事象の損益及び連結損益に与える影響額について金額が確定しましたので、金融商品取引法第24条の５第５項

の規定に基づき臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

(3) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

 

３【訂正内容】

　訂正箇所は下線を付して示しております。

 

(3) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

（訂正前）

　今回の制度改定による平成26年３月期の損益及び連結損益への影響はありません。

　なお、平成27年３月期においては退職給付債務の減少にともなう費用の減額が見込まれますが、これによる損

益及び連結損益への影響額につきましては算定中であります。

 

（訂正後）

　今回の制度改定による平成26年３月期の損益及び連結損益への影響はありません。

　なお、本制度の改定により、当社および一部の国内連結子会社の過去勤務費用が△30,071百万円発生し、連結

決算（国際財務報告基準（IFRS））において、平成27年３月期第１四半期にその他の営業収益として30,071百万

円を一括計上する見込みです。

　また、個別決算（日本基準）においては、当社の過去勤務費用発生額△25,705百万円を従業員の平均残存勤務

期間内の一定の年数（５年）による定額法により按分し、平成27年３月期第１四半期より退職給付費用の減額と

して計上していく見込みです。

 

以　上
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